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	ミャンマーにおける最近の民主改革により、外国政府による経済制裁の緩和が促進され、外国人投資家の同国への関心が高まっています。さらなる改革への明るい兆しは見られるものの、ミャンマーへの新規　投資家は、重大な課題に直面しています。
	本ブリーフィングでは、投資家が検討すべきミャンマーの最新動向および主な課題を取り上げます。
	ミャンマーにおける外国投資に関する法的枠組み
	 ミャンマーにおける外国投資に関する法的枠組み
	 国際仲裁
	 投資保護
	 EUおよび米国の制裁
	 人権
	 腐敗および透明性
	国際仲裁
	ミャンマーにおける仲裁合意および裁定の強制については、同国の独立前の法律で規定されており、そこでは同国国内の仲裁裁判所で行われた仲裁合意および裁定の強制についてしか定められていません。現在のところ、ミャンマーで設立された会社がミャンマー国外で紛争の仲裁を付託する旨の契約を締結することはできません。また、ミャンマー法務長官関係当局は通常、国際仲裁の条項が含まれた同国国有企業関連の契約を拒否して　います。
	ミャンマー政府は、UNCITRAL国際商事仲裁モデル法に基づき最新の仲裁法を導入するつもりであること、また、ニューヨーク条約にも署名・批准することを正式に表明しました。しかしながら、これを国内で実施するための作業には時間がかかる可能性があります。ミャンマーの場合、協議中の改革が多く存在するため、この作業には通常以上の遅延が見込まれます。
	投資保護
	ミャンマーには政治的なリスクという側面があるため、投資希望者は、同国が署名した二国間または多国間の投資協定を利用し、新規投資を構築する可能性を検討すべきです。UNCTAD（国連貿易開発会議）の最新情報によると、ミャンマーは、フィリピン、中国、インド、ラオス、タイおよびベトナムとの二国間投資協定（「BIT」）に署名しました。その内、フィリピン、中国およびインドとの協定が発効しています。最近、当　事務所ではヤンゴンを訪問し、現在ミャンマーが、日本、ロシア、モンゴル、バングラデシュ、韓国および　イランとも新B
	また、ミャンマーは、適格外国人投資家の保護を定めた投資条項を含む、2つの多国間貿易協定に加盟して　います。
	 ASEAN・オーストラリア・ニュージーランド自由貿易協定（AANZFTA）
	 ASEAN包括投資協定（ACIA）
	ミャンマーとのBITまたは多国間協定に未署名である国（日本を含む。）の外国人投資家が、現行のBIT、ACIAまたはAANZFTAに基づき保護を受けられる可能性はあります。この保護は、シンガポール等のASEAN加盟国で設立された子会社経由で新規投資を行うことで受けられる可能性があります。これを目的としてストラクチャリングの決定を行う場合には、事前に専門家の助言を得ることが必要です。
	EUおよび米国の制裁
	2012年4月23日、EU外務理事会は、ミャンマーに課されていた全ての規制を12ヶ月間停止することを発表　しました（継続中の武器禁輸は除きます）。重要な点としては、EUは制裁を解除ではなく一時停止したということです。ここから、EUの制裁が永久的に解除されるかどうかは、ミャンマーにおける改革の進展次第であると言えます。
	2012年7月11日、米国財務省外国資産管理局（OFAC）は、ビルマ制裁規制（BSR）が存在する中で、以前は　禁止されていたミャンマーへの金融サービスの提供および米国の個人による同国への投資を許可する2種類の一般許可証（General License）を新たに発行しました。ここでいうところの米国の個人とは、米国法に基づいて設立されたすべての事業体、米国の全ての者および米国市民または世界中の米国のグリーンカード保有者をいいます。
	この2種類の一般許可証は、一定の制限（下記参照）に従うものとし、特別指定国民（SDN）として列挙されているミャンマーの個人または事業体と取引を行うことを禁止しています。また、2012年7月11日、オバマ　大統領は、「ビルマの平和、安全、安定を脅かす財産または人物の阻止」という表題の大統領命令を新たに　発行していますが、それに従えばSDNの追加指定が行われる可能性があります。
	一般許可証第16号は、米国または米国の個人による「ビルマへの金融サービスの輸出または再輸出」（ミャンマーへの資金振替や、保険、投資、銀行取引、信用取引、現金送金サービス等その他の金融サービスの提供を含む。）を許可するものです。米国の制裁によって、2003年7月の大統領命令第13310号の発表以来、この　ようなサービスの提供は一般的には禁止されていました。
	一般許可証第16号では、ミャンマー国防省、同国のその他の武装集団またはミャンマー国防省もしくは武装　集団が、50％超の株式を保有する事業体に金融サービスを提供することは許可されていません。SDNリストに挙げられているミャンマーの個人または事業体に金融サービスを提供することは引き続き禁止されています。
	米国における、残存する特定の金融サービスに対する制限事項の範囲から見るに、米国の銀行は、取引上の　メッセージに対するフィルタリングを継続するのではないかと思われます。それは、禁止事項がそこに存在　しうるために、ミャンマーという地理的な言及またはミャンマーのSDNへの言及を特定して、フィルターに　かけ「ヒットした」事項を丁寧に精査するためです。また、米国財務省金融犯罪捜査網は、ミャンマーが、　マネーロンダリングが最も懸念される指定法域であることについて変更していません。これはつまり、ミャンマーのあらゆる事
	一般許可証第17号は、米国の個人がミャンマーに新規投資を行うことを許可するもので、ミャンマー国防省　またはミャンマーのその他の武装集団による合意に基づいて行うものではない場合に限られます。また、この一般許可証第17号においては、米国の個人は、ミャンマーに投資する条件として、米国国務省が定めた報告　義務を遵守しなければなりません。
	ミャンマーへの投資額の合計が500,000米国ドルを超す米国の個人はすべて、その投資に関する詳細な年次　報告書を提出しなければなりません。この報告書は公開されることになっており、特に、セキュリティー・　サービス事業者との取決めや、人権、労働者の権利、腐敗対策、環境保護および土地の取得に関する当該投資家の方針および手続き等を、詳細に記載しなければなりません。また、この報告書には、ミャンマーの政府　機関（国有企業を含む。）に対する年間10,000米国ドル超の支払いについての詳細も含めなければなりません。ミャ
	米国の個人は、一般許可証第16号または一般許可証第17号の条件に従ってミャンマーに投資できるように　なりますが、米国では、ミャンマーからの輸入は依然として禁止されています。
	日本人投資家を含め、海外の投資家は、EU、米国およびその他の国によるミャンマーへの経済制裁および制限に関する状況の監視を継続すべきです。多くの国がミャンマーに対する制限を永久的にに解除しましたが、EUおよび米国はより慎重な姿勢を続けており、現在の改革プロセスが持続しない場合は制裁を再開すると示唆しています。制裁が再開された場合、海外の投資家、とりわけ金融機関に影響を与える恐れがあります。
	人権
	ミャンマーに国際的な制裁が課されたのは、軍事政権（1990年に初めて権力を掌握）が基本的な政治的自由　および人権、とりわけ少数民族の人権を尊重しなかったことに対処するためでした。他方、近年ミャンマーで事業活動が許可されていた外国人投資家は、人権侵害の共謀罪で申立てられています。被害者からの人権侵害の主張に係わる民事訴訟で防御を余儀なくされるか、または、投資家およびその他の利害関係者の圧力を受け、ビルマから撤退しています。
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